
総務委員　各位
行政視察報告書作成にあたり、調査内容・感想等をご記入願います。
お忙しいところ恐縮ですが、８月９日（水）までにデータで事務局へご提出願います。
　送付先gikai@city.fujieda.lg.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   氏　名　（　　石井通春　　　）
	視   察   先
	千葉県  市川市

	研修テーマ（調査項目）
	新庁舎の建設について

	1 取組の経緯・内容
・県下第4位の人口、人口密度は県下第2位
・中核市であり政令市ではない。人口が多すぎるという点もある。

・3年前、第2庁舎（仮設）を完成、メインの本庁舎は250億の総事業費

・市民スペースを設ける。飲食可能とする

・庁舎機能が分散されており、効率化が求められていた経緯がある。狭隘だったという点も。

・災害時の機能の不足、駐車場（114台）の不足など、急激な人口増加に耐えきれなかったという経緯もある。

・平成22年耐震補強の検討結果の公表→平成23年庁舎整備検討委員会（庁内）市民意向調査、整備方策を委託発注→平成24年庁舎整備基本構想策定委員会、基本構想を委託発注→平成25年度、市民ワークショップ、実施設計業者の選定　ワークショップは令和2年まで3回開催

・管財課からスタート（企画ではない）のは、旧3棟のうち、耐震補強済みは1棟のみで、建て替えありきからスタートしている事による
・ワンストップ窓口（一階正面フロアー）受付（委託）が市民の要件に関する担当課とつなぐ（市民が庁舎内を渡り歩かなくてもよい取り組み）
2 今後の課題
・天井がむき出しになっている点や、配置がすっきりしていないという感覚を持った。
3 本市に反映できると思われる点
・ワンストップ窓口は有用（説明の方は、受付のスキルが大きいと言っていた。女性5名以上）
・建て替えありきでスタートしており（耐震をクリアーしていない事から市民の理解が得られているのか）本市と状況が異なると感じた。
・7階の市民のスペースや、各フロアに休憩スペースがあるのは、開放的で良いと感じる。
4 その他（感想、意見）



 総務委員  各位

行政視察報告書作成にあたり、調査内容・感想等をご記入願います。

お忙しいところ恐縮ですが、８月９日（水）までにデータで事務局へご提出願います。
送付先gikai@city.fujieda.lg.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   氏　名　（石井通春　　）

	視   察   先
	群馬県　前橋市

	研修テーマ（調査項目）
	新市議会庁舎の設備と機能(防災拠点機能含む)について

	1 　取組の経緯・内容

・7階建て（議会棟）3階までが行政、4階以上が議会関係
・図書館、議会庁舎、職員研修会館の3棟（市庁舎周辺施設）のうち、まずは議会棟から改築する事を平成30年に決定。これは、3棟のうち議会棟が一番古く昭和41年の完成だったので、市民の理解も得られたとの説明。

・平成28年に「庁舎周辺整備に係る基本方針の策定」からスタート。平成30年に、新議会棟建設基本計画の決定。令和元年に基本実施設計、令和4年9月竣工。
・総事業費、48億円と安価（本体及び既存議会棟解体工事費含み）

・耐用年数100年を目標にしている。
・市民の過ごすところを作ってほしいという市民の声を実際に反映したつくり
2 　今後の課題

3 　本市に反映できると思われる点

・本市はもともと議会棟というものはないので、新たに議会棟を作るという事になるとかなりの市民の批判が集中する事となる。前橋市の場合は、もともと耐用年数を超えている（耐震基準を満たしていない）議会棟があったので、もともと出発点が異なると考える。
・議会傍聴席に授乳室、親子室などを作っている点。
④　その他（感想、意見）




総務委員  各位

行政視察報告書作成にあたり、調査内容・感想等をご記入願います。

お忙しいところ恐縮ですが、８月９日（水）までにデータで事務局へご提出願います。
送付先gikai@city.fujieda.lg.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   氏　名　（石井通春　　）

	視   察   先
	群馬県  高崎市

	研修テーマ（調査項目）
	絶メシリストについて

	1 　取組の経緯・内容

・広報課による取り組み、平成27年よりブランドシティプロモーション事業（首都圏在住者や来訪者、全国に向けて市の魅力や地域資源を構築し発信する）
・東京から新幹線で50分という地の利（交通利便性）を活かした事業

・全面的に、博報堂に委託　当初予算4800万

・アリーナや大型商業施設が多くある一方で、従来の小規模店舗が廃業するという全国共通の状況がある中で、「絶飯（めし）」～今すぐ行かないとなくなってしまうかもしれないという～敢えて否定的な言葉を使う事で注目を集める（市長は渋っていたけれど、委託先が譲らなかったという経緯があった）（絶やすなと絶品の２つの意味）
・リストは非チェーン店、昭和の空気を感じさせる、後継者問題を抱えている、この店独自の味等の売りがある、インターネット検索に出てこないなどの一定の条件
・情報発信をする事により、共通する課題である後継者問題の解決を進めていく。
・SNS、駅看板、CMなどで情報発信
・売り上げが約2割増加した
・行政からなるべく脱する。ポスターやCMのイメージなどの媒体は基本博報堂が主体。
2 　今後の課題

・後継者不足の改善に至っていない。店独自の考え方や特徴があり、好意的に受け止められており、宣伝性はあるものの、それが後継者につながっていない。
・話題性が一過性にならないように、どうやって継続性を持たせていけるか
3 　本市に反映できると思われる点
・中小商店の抱える問題は本市も同様と思うが、都市規模が違いリストを作るとしても、中途半端になってしまうのではないか。
・魅力的な個人商店リストの作成などは既に行っているけれど、逆転の発想でのネーミングは委託しなくても行えるのではないか。
④　その他（感想、意見）




